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タイヘイヨウセメントフィリピンズ株式会社における生産ライン更新に向けて 

「フィリピンリニューアル工事プロジェクトチーム」を新設 

 

 太平洋セメント株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：不死原正文 以下、当社）は、

連結子会社であるタイヘイヨウセメントフィリピンズ株式会社（本社：フィリピン共和国セブ州、

以下、TCPI 社）における最新鋭生産ライン更新工事を推進するため、4 月 1 日付で「フィリピンリ

ニューアル工事プロジェクトチーム」を新設します。 

 

 
フィリピンでは新型コロナウイルス感染拡大によるロックダウン等の影響により、2020 年の建設投資額は

一時的に減少したものの、政府支出の見直しにより 2021 年のインフラ投資予算が同国 GDP の 5.4％に当たる

208 億米ドルに増額されたことなどから、セメント需要は再び上昇に転じると見込まれます。 

 

今後も拡大が期待される同国のセメント需要に応えるべく、当社は 2020 年 11 月 10 日に TCPI 社における

生産ライン更新を公表しました。フィリピンでの生産能力拡大は、当社にとって最大の成長戦略の一つである

ことから、今回、生産ライン更新工事を計画通りに推進するためにプロジェクトチームを新設します。 

 

当社グループにおいて一貫した生産ライン建設工事を行うのは、2010 年に竣工した連結子会社であるベト

ナムのギソンセメントコーポレーションにおける第二生産ライン増設以来となります。今回の工事は、これま

で受け継がれてきた技術の伝承、人材育成という面においても貴重な機会となる重要なプロジェクトと位置

付け、モノづくりの基本となる技術や経験を確実に次世代へ引き継ぐとともに、積極的な人材育成により技術

力向上を図ります。 

 

更新工事完了後の TCPI 社セメント生産能力は年間約 300 万トンに増強され、将来的には年間販売量 500 万

トン、販売シェア 10％以上を目指します。また世界的にも最先端の技術を採用した最新鋭の生産ラインを導

入することにより、従来に比べて CO2排出原単位を削減することが可能となります。 

 

当社グループでは経済の発展のみならず環境負荷の低減に積極的に注力することで、環太平洋において社

会に安全と安心を提供する企業集団となるべく取り組んでまいります。 

 

＜TCPI 社の概要＞ 

名称 タイヘイヨウセメントフィリピンズ株式会社 

所在地 フィリピン共和国 セブ州 サンフェルナンド町 

代表者の役職・氏名 取締役社長 市沢 和彦 

事業内容 セメント製造及び販売 

資本金 2,180 百万フィリピンペソ 

出資構成 当社 100% 

 

＜新設する生産ラインの概要＞ 

セメント生産能力 約 300 万トン/年 

稼働予定 2024 年 5 月 

 

 

 



 

 

 

＜TCPI 社の位置図＞ 

 

 

 
 

 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

太平洋セメント株式会社 

総務部ＩＲ広報グループ 

TEL. 03-5801-0334 

FAX. 03-5801-0344

 


